
2C15 東レにおける 研究開発の一事例 

岡本 三宮 東レ 

1 , 技術開発事例の 内容 

二十余年前、 当時超極細 牡維 はその理法の 困難 牲 のためか加工、 染色、 コスト 

、 用途などての 因れ性のためか 見向きもされなかったが・ 基礎研究として 超極細 

牡 維の研究を進め、 その達成手段の 代表的手段として「高分子相互配列 休 」 牲維 

という世界に 例をみない基礎技術を 完成した。 この極限を指向した 牲維 技術は均 

一性、 均質性、 加工性、 生産性などに 榛ね 、 その応用 展 棚の中の 一 っとして、 ェ 

クセーヌ即ち 世界初の本格的女工一 ド桶 新素材が開発てきた・ この素材は世界的 

に 大きな注目を 浴びた。 天然品を多くの 点 て凌 無したともいえる、 ソフトなタッ 

チ、 ほ笑な高 級外接、 生宮な 色 、 イージー ケ ァ一性、 断ち切り特性など 従来に例 

を見ないほれた 特性が評価され、 例えば次のような 評価を得た・ 

"The  m0st  s0utht-after  covering  S;nce  the  fig  leaf  "  ( 米 TIME  俺 ) 

( アダム とイブ のイチジクの 葉以来の最も 求められていた 衣料素材 ) 

・ The  greatest  t;chnoIogicaI  breakthrough  since  the  Ioom  0r  cott0n  が n, 

( 綿 くり 搬や織 搬の究明以来の 最大の発明 ) ( 米 材 打 D  梼 ) 

"Rol"ls  Royce  of  the  fabric" 

( 牲維恕品の ロールスロイス ) (  米 New  York  Times  億 ) 

などてあ る。 

2 . 研究開発の流れ 
背景から里見 化 まての プ ロ一について 

主な流れ 舖 定規 明 

( 基礎研究にいたる 打豆 ] 

レ ー ヨンエ % 研究室 捲縮 レー ヨ ンなど生産 地方の研究室 

  

ポリ ノジソク牡 維の脆さ原田の 追求 ぬ維 微細内部構造への 若根 

  

レ ー ヨン 下 案の中止方針決定 ナイロン、 テトロン打桶 

  

研究室、 エ規 サーバイバル 叱 へ カ ー ベットの黎明期 大デ ユール 捧 師を個 

  人的に考える・セルロース 礒 群体の研究 

各種天然ま材の 分析 

構造 推縮ぬ 維の提案と実 柾 エ % へ P E T 一 S F 建投 方針決定 

バイメタル接合 蛾 稚の提案と実 柾 多孔化 技術完成 中 研 トレロン 研へ 連接 

  他 研究室へひろがる 社長文 

P E T エ % 安定 操案眈始に碇 本 副 反応物迅速分析法速成、 P E T の研究 

  ( 直立法 )  トレロ ン もエ % へ溥 八方針 

テト D ン ふとん 綿 として開花 月 扶育トン ヘ 、 商 収益あ げる 

  D P の % 台 牲稚境 々出る 

超高度複合紡糸の 者 想 、 と実証 世界に例のない 研究に挑 韻 

  アングラ研究、 特殊紡糸も平行明治 
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アクリル 描維 の 建投 開始 研究 G 移動 

  

第 1 次 台牡 不況始まる 研究見直し 拾 

Ⅱ サ 

中研 にぬ維の研究室てきる 転勤 テーマ 投定 の俺 ら 

  

  

( 本格的基礎研究 ) 

% 分子相互配列 休牡 維の本格的研究 城田略号無足、 試験笹から 拭験装霞へ 

商品名テーマ 名の回避 弓 技術 右 に 

俺せ 

担糸 技術、 曲連枝衛の田無克服 コスト、 安定化、 成分、 極細堤 維 手段 

検討と具体品への 者 手 幸男立毛、 スエード 棚 素材、 シルクライク 

  素材、 紙状物、 ウール 状 物などの 堵故吋 

応用技術の再度化 中 研の弱み回避のため、 協力依頼への 走り 

血サ 回り スヱ一ド柘 素材 秤 価する人現れる 

全芳香 族 ポリアミ ドの睡余 化 研究を平行 

( 注 ) 研究 う Ⅰ う 晩発 弓 ， 蛉 生産 ( 人間 移劫 ) 

研究 弓 Ⅰ う 技術 蛉 1 吟 生産 ( 八 % 移動 ) 

研究 づ 1 中的 発蛉 Ⅰ中生産 ( 受け皿 波し ) 

研究 弓 Ⅰ 信 技術 帝 1 中生産 ( 受け皿 波し ) 

研究吟曲 発う 生産 ( 受け皿無し ) 

  研究 X 弗発 X 生産 (- 体型 ) 

( 本 基礎研究とは 全く別に ) 

合弁人工皮革里道 仮売 会社が スエード典主 材 技術向上するも 期待 遼 のく 

桂宮田難化 コルファム D P も夫放し撤退 ね 社も困難 

乃時 化 ( 再建努力 ) 

貝取り再建方針でる 2 年だけ、 販売強化叶枝折強化 

Ⅰ サ 

( 研 究 ) 

第 2 群文部 究足 第 1 車支部なし、 副社長 直描 

  主要メンバ一の 交代、 何かものにした 人中 

  心に捧 加 ( 中研 メンバーは 3 人があ 加 ) 

3 グループの 航争 体制 ま皮 クイブ は本来の目的 

  3 通りの 挑臆法 

百分子配列 休のスヱ一ド 軒 素材の 移動により自らが 高次加工 ( 曲尭 受け 且 ) 

研究   

  再吹加工技術を 抜本的に在 更 短期完成 

  楼台枝折、 染色技術、 P U とその分布など 

高級スエード 輔 新素材研究サンブル 東レ 各荻 研究サンプル 海外来 辞 

完成 生生 材 海外で大好辞 

  

ターゲッ ト変更 表皮タイプ 玲 スエードタイプ ヘ 

  他の G の一つはお 蔵 へもう 1 つは長く 抽境 

( 萌 発 )   
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半年以内の工立 化 技術 珪立 指示 

  

回送 成 

対外 : 研究 完成允 ま 

  

対外 : エ 文化 完 ま 

  

( 生 皮 ) 

喪 すぎ から 品不足へ 

  

按脩坤 建 

  

基健 研究の珪 り 前 1 号 

  

  

就中時代へ突入 
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半年 仮 

患在 

先進国ての現地生皮 訂収盤 の 桝 外に 

胡鬼者別 杢 ニクシワ ン シヮソク オイル 

シ [ フク妓での 田俺時 での 而収杢 

フイルム や斬下 接への投文 に 

エ 文化からは 1 7 年、 

席 1 号 研究サンプルからは 2 0 年 掻氾 

この森村 は 桐生 胡 ㎝大きな M 允 吉利益をもたらし、 す古 いにも特に ュクシ Ⅰ ンシ 

コ ック、 オイルショ ノク 俊の会社の宙 肚 な 時劫に 大さく 寅肱 できた・ これは、 文 

界 に迂接 0 Ⅰ 或 いは間接的に 大きな 蝸倣 、 彰 韓を与えた・ 帆 えば、 次の迫りと考え 

られる・ 

① ほ抽牡維 研究ラッシュ ⑧ 牲牲 ての先進口上陸の 成功例 

②スエード 軒 素材研究プーム ( 杖刑 て 現地生皮 ) 

③ % 分野の世界的な 竹山 ⑨ 東色 枝折の再度 化 

① 不 持ち 即 位 鞍 イメージの打破 0% 収ま皮付人工 & 革へのぬれ 

③ 欣米の n 似によらない 放か仇 0% 打は牲 応用、 告 & 時 化への 

⑥ 授恨 研究、 商付加価 笹 名品への 先 さっ かけと % 台劫末枝折の 市立化 

例 あ るいは竹皮は 0% 争 激化と低コスト 化 、 チ棋化 

⑦本物より市価に 売れた 例 Ⅰ 

ジャンプスーツ 。 ル 。 ラ ' 。 嚢材 ワイビンククロス 
スキー   スケートウニア V.-T@  yeSE@t 
茄永 用水者 ve@3.@74@- 
ハィ ド 。 プ 。 一 " 衣席 @e&fs-sm   

" アフ 。 1" 牲 ，グ 
+@ ヘ ワイピンバ 珪 

園 、 。 
超極細繊維 弼か 弔秦 品性 "" ㍼ " 

フィルター   

較り ロール 

プ ロ ブピ 一ケース 

スピーカ - コーン   
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研究 肋発 のあ り方 ( 例 ) 
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ニーズ志向研究 :  肚究妨串が 古いが， 夷似 されやすい 

ビデオ用フイルム・ 名子 材 冊など 

シーズ・ニーズ % 台形研究 (R&D.M)     

ハイテク産典の 速い市 即至化 を技 む 

客先におけるニーズの 共同 尭キ 

・ファタスティ ， ， ・ 光 ファイパー，など 

技術 朋発 推進体制 

技術Ⅱ 究 区分文月負担 sBu  か 亨 。 粟田辺新規 一 % 牡 寅任部缶 

本社 研 九品 発 

1 ( 正期・ 笘硅 )  本社       研田本あ 

[1 ( 二点， 粟 &)  本社       技帝 センタ - 

ち采 対応枝折 弗尭 

本部品 発 収支 木部 0  0 ウ穏 本部 

S8U 直昧 S@ BU@ 0 S BU 

基礎探索研究の 充実強化 

Ⅰ長期的視野に 立った明解な 亨集職 憶の策定 

技術領域の 甘 点化 

Ⅰトップマネジメントの 不退転の決志 と 忍耐 

Ⅰ技術トランスフアーへの 目配り 

Ⅰ開かれた研究 

学・官・産の 協力体制 

Ⅰ 魅 える研究者集団 
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